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１．目的と問題設定

本稿では、地方にある企業に高卒就職した若者
たちのキャリア形成プロセスについて、仕事と私
生活の両面から検討を行う。

学校基本調査によると、令和 6年 3月に高校を
卒 業 し た 者（918,850人 ） の う ち、 就 職 者 は
124,794人、卒業者に占める割合は 14％であった。
看護系（5年課程）を除けば、工業高校に通う生
徒の就職率（62.3％）が最も高くなっている。こ
の 4半世紀、高卒就職者の割合はずっと減少傾向
を辿ってきている。しかし、地域社会と地域労働
市場の持続可能性を考えたとき、とりわけ大卒だ
けで必要な採用数を充足することが難しい中小企
業等においては、高卒就職者の存在は貴重である。
本稿では、そうした点から、高卒就職者の割合が
最も高い工業高校の卒業生に着目し、高卒就職を
することが企業や地域労働市場にとって重要であ
るだけではなく、高卒就職者自身のキャリア形成
にとってはどんな意味や意義を持つのかに迫ろう
とした。

従来から、高卒就職者（以下、高卒者）のなか
では、地元就職をする者の割合が高まっているこ
とが指摘されてきた（堀、2015）。こうした地元

志向の若者は、地元に対する愛着を持っており、
その核心部分には友人や家族とのつながりがある

（轡田、2017、新谷、2007）。しかしながら、高
卒者は離職率が高いことも、つとに指摘されてき
た。なかでも、企業規模が小さくなればなるほど、
離職率は高くなる傾向にあった（厚生労働省、
2024）。加えて、地方は、都市部と比較すると就
業先は少なく、相対的には良質な雇用も乏しい状
況にあるとも言われる（阿部、2017）。つまり、
地方に暮らす若者が地元企業に就職し、そこで生
活していくことを選択した場合には、望むような
キャリアの形成が困難に陥り、貧困や生活困難に
直面する可能性も指摘されてきた （阿部、2021）。
石井（2017）によれば、地方の労働市場におい
ては、40歳近くになっても月収（手取）が 20万
円を超えず、10万から 15万円に集中していると
される。そうした点から、「地方暮らしの幸福」
を存立させるうえでは、働くことに関わる問題が
最も核心的な条件となるとも指摘される（轡田、
2017）。

一方、少子化が進む地方にある企業において、
優秀な人材を確保することは死活問題である。そ
うした状況下、地方にある工業高校出身者が、地
域の労働市場において重要な役割を担っているこ
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とを指摘する研究がある。白井・小田部・児美川
（2024）は、地方企業を対象に、高卒者の採用と
育成に関する考え方を調査した。地方企業は、概
して工業高校出身者を高く評価しており、理由と
して「中卒時点で、その道へすすもうとのビジョ
ンのもと、専門性を身につけようとしてきた。早
い時期に決断した覚悟がある。なぜ、この道に進
んだのかと聞いたときに、しっかりとした回答が
ある。だから職場への定着がいい。」といった企
業側の声を紹介した。また、企業が高卒者を将来
の管理職やリーダー、あるいはスペシャリスト候
補として位置づけていることも示した。

これらの先行研究からは、地方における高卒者
のキャリア形成には多くの課題や困難が伴う可能
性がある一方、工業高校出身者のように、早い段
階から職業への明確なビジョンを持ち、専門性を
身につけて関連する仕事に就く、そして比較的安
定したキャリア形成を実現する一定の層がいるこ
とも浮かび上がってくる。

ところで、従来の工業高校卒業者に関する研究
は、高校時代に学んだ専門教育の効果を検討する
ものが中心を占めていた。長谷川・佐藤（2002a）
や長谷川・佐藤（2002b）によると、工業高校では、
電気や機械、建築といったコース別の専門教育が
行われており、生徒は自らが学んだ専門分野と関
連のある企業等に就職していた。そのため、卒業
後、自らが担当する仕事において、高校時代の学
びが役立っていると認識する者の割合も高かっ
た。

しかしながら、長谷川・佐藤（2002a）では、
就職後の初期キャリアを経たその後の職業キャリ
アを見ると、人事異動によって配属先が変化し、

「技術的デスクワーク」（57.8%）についたケース
が最も多く、次いで「その他」（36.2%）、「販売・
サービス」（18.5％）であるという結果も示され
ている。この結果からは、身につけた専門性と関
連のある職業に就いた工業高校卒業者のなかに
は、入社後、予期せぬ人事異動によって自身の専
門性とは異なる仕事内容に就く者が一定数いるこ
とも読み取ることができる。

とはいえ、地元企業に就職した工業高校卒業者
のその後の具体的なキャリア形成のプロセスを詳
細に追跡した研究は、小西（2002）などの例外
的な労作を除いてほぼ存在していない。それゆえ、
地方の工業高校卒業者がその後、安定的なキャリ
アを辿っていくために必要な条件が何であるのか
を明確にしようとする目的でなされた研究は存在
していない。

以上の点を踏まえ、本稿では以下のような問題
設定のもとに研究をすすめることとした。調査対
象としては、地方にある企業に技能職や製造職（以
下、技能職）として就職し、安定したキャリア形
成に成功していると考えられる工業高校卒業生に
注目した。研究の目的は、彼らの職務経歴やキャ
リア形成のプロセスを明らかにすることを通し
て、地方において安定的なキャリアを形成してい
くための条件や環境等についての示唆を得ること
である。なお、前述したように、地元志向の若者
は地元に対する愛着を持っており、その核心部分
には友人や家族とのつながりがある。それゆえ、
本稿では、キャリア形成を仕事場面に限定するの
ではなく、彼らを取り巻く友人や家族との関係性
も含めながら、総合的に検討することとした。

具体的には、（１）「技能職」として就職後、ど
のような職務経歴を辿るのか。（２）高校時代の
学びはどのように評価され、キャリア形成にどう
寄与しているのか。（３）私生活空間は職業キャ
リアにどのような影響を及ぼすのかに迫り、地方
の高卒者が長期的に安定したキャリアを形成する
ための条件や環境等を明らかにしていくための、
地ならしの研究作業としたい。

２．方法

２－１．調査対象地域と調査対象者
調査対象地域は、長崎県とした。少子化と人口

流出は、今や多くの地方都市に共通する課題であ
る。なかでも長崎県は、中核都市である長崎市が
人口流出の「ダム機能」を失っており、若者の県
外流出に歯止めが効かない状況にある。そのよう
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な状況下の長崎県を調査対象とすることで、地元
就職の実態を把握しようとした。

調査対象者は、長崎県内の企業に就職した職業
経験 5年から 10年程度となる工業高校出身者 6
名である（表 1）。職業経験 5年目から 10年目の
者を調査対象に選んだ理由は、労働政策研究・研
修機構（2021）が、従業員の 8割は、入社して 5
年ほど経つと中心的な業務を一通りこなせるよう
になったとしていることを参考にした。職場にお
いて「一人前」になるプロセスを明らかにするこ
とは、安定したキャリア形成を考えるうえでも示
唆が大きいと考えた。

各社の人事部に研究目的を説明し、該当する高
卒者の紹介を依頼した。そうした調査手法を採用
しているため、調査対象者の事例としての「代表
性」には留意が必要であろう。なお、調査対象者
が語った内容は、個人や企業が特定されないよう
に配慮して記述した。

２－２．調査時期
調査は 2023年 10月下旬から 2024年 1月中旬

に実施した。

２－３．調査方法および調査項目
仕事内容や将来展望、私生活について述べても

らうため、質的調査を用いた。面談では以下のよ
うな質問を行った。
「工業高校への進学を希望した理由を教えて下

さい。」／「どのような高校生活を過ごしていた
のか教えて下さい。」／「高校生のとき、卒業後
の進路として就職を希望した理由を教えて下さ
い。」／「就職先として今の会社を選んだ理由を
教えて下さい。」／「就職後、配属された部署名
とそこでの仕事内容、期間を教えて下さい。」／「仕
事に就いてから必要になったと認識している知識
やスキル、資格等があれば、それについて教えて
下さい。」／「仕事において、高校時代の学びが
役に立っていると感じた経験があれば、それにつ
いて教えて下さい。」／「仕事をするうえで、自
主的に学んでいることがあれば、それについて教
えて下さい。」

質問項目は事前に調査対象者に提示し、面談当
日はこの項目にそって面談した。面談は Zoom
を活用したオンラインで行ない、1人 90分程度で
あった。本人の承諾を得て語りを記録し、最後に
内容を確認してもらった。

２－４．倫理的配慮
調査に先立ち、調査対象者に調査への協力は任

意であること、話したくないことは話さなくても
良いこと、途中で中断しても何ら不利益はないこ
とを説明し、同意を得て実施した。

を採用しているため、調査対象者の事例としての「代表性」には留意が必要であろう。なお、

調査対象者が語った内容は、個人や企業が特定されないように配慮して記述した。

表１．調査対象

出典：筆者作成

注：売上及び従業員数は 年度実績となっている。

２－２．調査時期

リュウスケ リョウ アキラ タカコ リク カナ

生まれ 1991年 1991年 1992年 1994年 1999年 2001年
県立X工業高校 同左 同左 同左 同左 同左
機械科 電気科 機械科 インテリア科 建築科 建築科

就職先企業 A社 B社 B社 B社 C社 C社
資本金 6億円 5,000万円 同左 同左 1億円 同左
売上 87億円 145億円 145億円 145億円 100億円 100億円
従業員数 500人 540人 同左 同左 160人 同左

事業内容
製造業（金属加
工が中心）

機械・プラント
エンジニアリン
グ

同左 同左
建設・建築・設
備

同左

勤務地 長崎県A市 長崎県A市
長崎県A市→B県
C市

長崎県A市 長崎県A市 長崎県A市

出身高校

表１．調査対象

出典：筆者作成
注：売上及び従業員数は 2023年度実績となっている。
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３．結果と考察

３－１．�工業高校への進学理由と高校生活、
進路選択

まず、調査対象者のキャリア形成において、起
点になったと思われる工業高校への進学とそこで
の学び、職業の選択について整理して紹介する 

（表 2）。
工業高校への進学理由について語った内容を検

討した結果、4つの要因があった。「専門教育」「関
係者」「就職」「その他」である。アキラを除く 5
人は、高卒就職することを念頭に、興味関心のあ
る分野の技術や知識を身につけられる専門教育に
魅力を感じていた。加えて、彼らの身近に工業高
校の卒業生や関係者がおり、工業高校への進学に
ついて助言を得ていたことが意思決定に影響して
いた。

次に、6名の高校生活と進路選択について、整
理して紹介する（表 3）。ここでの特徴は以下の 3
点であった。

① 専門教育（職業教育や実習等）に対する学習意
欲の高さ
すべての対象者に専門教育に対する前向きな姿

勢が認められた。これは、大学進学希望であった

アキラや基礎学力に問題を抱えていたリクにおい
ても同様であった。工業高校の生徒たちが、専門
教育に関しては、座学を中心とする 5教科の学び
とは異なる面白さ、自己成長を促してくれるとい
う感触や実感を得ていると示唆された。
②成績と就職先との関係性

対象者たちは、学業成績が就職活動の際の応募
先の選定に影響を与えることを意識していた。例
えば、タカコやリクは、成績順に応募先が選ばれ
ることを理解しており、そのために努力をしてい
た。リョウも、成績が応募先の選定に関わること
から、成績を維持しようとしていた。タカコは、
自分より成績上位の生徒と応募先が重ならないよ
うに、あえて「ほどほどの企業」を選ぶようにし
ていたという。他方、成績が振るわない生徒のな
かには、あえて「俺は C 社を受けたい」と周囲
にアピールすることで、譲歩を期待するような動
きもあった（リク）。また、勉強が苦手な生徒は、
採用試験において筆記試験を課さない企業を選好
する傾向にあり、そうでない生徒と比較すると、
応募を検討する企業の範囲が狭くなっている可能
性もあった。
③親や教師からの影響

工業高校生の進路選択には、親や教員からの助
言が大きな影響を及ぼしている可能性もあった。

表２．工業高校への進学要因

出典：筆者作成出典：筆者作成

次に、 名の高校生活と進路選択について、整理して紹介する 表 。ここでの特徴は以

下の 点であった。

要因 リュウスケ リョウ アキラ タカコ リク カナ

専門
教育

クルマが好きで、
興味のあることを
学んだ方がいいと
思った。

機械科の就職率は
良かったが、試験
の倍率が高かった
ので電気科を選ん
だ。

〈該当なし〉

図画工作が好きで
学校見学の際に木
材加工をみて、作
る側の人になりた
くて選んだ。

母が設計の仕事を
していて，設計に
興味があった。

5教科の勉強が嫌
いで専門的なこと
を学ぼうと選ん
だ。建築科に興味
を持った。

関係
者

兄2人がX工業だっ
たので安心感が
あった。

親戚に工業高校の
電気科の先生がい
て、勧められた。

父親が工業の機械
科卒業で、勧めら
れた。

〈該当なし〉
母と母の姉がX工
業の卒業生で進学
を勧められた。

父が工業系の高校
の卒業生だった。

就職
就職に有利という
のは頭にあった。

就職には困らない
と聞いていた。

就職には困らない
と聞いていたが，
大学進学希望だっ
た。

就職希望だった。
勉強が好きじゃな
かった。大学はお
金がかかる。両親
も高卒なので。

工業高校は就職率
が高くて、大学進
学もできるし、将
来安泰と母から言
われて決めた。

父が工業だったら
就職率もいいよっ
て言ったので選ん
だ。

その他
野球の特別推薦が
来たので進学し
た。

〈該当なし〉

普通科の進学校狙
いだったが、学力
が足りなくて工業
高校にした。

〈該当なし〉 〈該当なし〉 〈該当なし〉
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アキラは父親の助言を得て、就職先を決定した。
リクは顧問の先生からの助言を得て、インターン
シップに参加しており、学業にも注力するように
なった。カナは進路指導の先生の助言に従い、最
終的な進路を決定した。このように、身近な大人
による助言が、彼らの進路選択に大きな影響を与
えていると考えられた。

これらの事例から、対象となった高校生の進路
選択においては、学業成績、親や教師からの助言、
同級生の就活動向、そして本人の興味関心や希望
が複雑に絡み合っていたことが読み取れる。そし
て、応募先を決定する以前において、友達同士に
よる探り合いや他者への配慮、譲歩による「見え
ない調整」が働いていたことも確認された。

他方で、彼らの進路選択は、給料の高さ、自宅
からの近さ、採用試験の容易さ（筆記試験の有無
など）といった表面的な条件に左右されていると
いう実態も浮かび上がった。それらは、彼らが、
卒業後は就職することを前提に工業高校へと進学
し、専門教育の中身に面白さを感じていたことと
は、残念ながら関係していない。

３－２．職業キャリア形成
調査対象者が入職後、どのようにキャリア形成

のプロセスを歩んだのか、全体像を表 4に示した
うえで、各ケースの概要を紹介する。

３－２－１．リュウスケのケース（機械科出身）

新入社員研修で仕事内容について説明を受け
て、最初は先輩の仕事を見ているだけだった。3ヶ
月ぐらい経つと、少しずつ仕事をやらせてもらえ
るようになり、楽しさを感じた。3ヶ月間は先輩
がついてくれて、夏頃には大きなマシンを使って
簡単な金属加工もやらせてもらえた。その後は、
徐々に一人でマシンを操作して、パイプを加工し
ていた。思ったよりも難しくて、加工している夢
を見るぐらいで、24時間働いている気分だった。
2年目の夏には、簡単な加工であれば一人で出来
るようになった。それから、少しずつ難易度の高
い仕事も任せてもらった。この頃、作業でちょっ
と失敗して、でもバレないだろうと思って黙って
いたら、それが後の工程でバレて、皆に迷惑をか
けてしまった。それからは、絶対に同じことをし
ないように、自分にブレーキをかけるようになっ

表３．学校生活と職業の選択

出典：筆者作成

は、彼らが、卒業後は就職することを前提に工業高校へと進学し、専門教育の中身に面白さ

を感じていたこととは、残念ながら関係していない。

表３．学校生活と職業の選択

出典：筆者作成

３－２．職業キャリア形成

調査対象者が入職後、どのようにキャリア形成のプロセスを歩んだのか、全体像を表 に

示したうえで、各ケースの概要を紹介する。

表４．職業キャリアの変遷

リュウスケ リョウ アキラ タカコ リク カナ

高校
での
学び

勉強は苦手だった
が，専門科目は得
意だった。

専門の授業は集中
して受けたが，そ
の他の科目は苦手
だった。

元々普通科の進学
校狙いだった。不
本意入学だったの
で，専門科目以外
は勉強に身が入ら
なかった。

就職先は成績順に
決まると聞いてい
たので，頑張って
いた。

勉強は苦手だっ
た。専門科目だけ
は頑張っていた。

5教科の勉強が苦手
だったが，専門の
授業は大好きだっ
た。

学業
成績

まったくダメだっ
た。

求人票は成績順に
選んでいくと親戚
から聞いていたの
で，真ん中位は
キープしていた。

入学当初は上位
だったが，下落し
て，大学進学を諦
めた。

クラスで4番ぐら
い。

1年次はクラス内で
下から2番目だっ
た。その後，真ん
中ぐらいになるま
で頑張った。

真ん中より，少し
上ぐらい。

課外
活動
等

野球の特別推薦で
入学した。キャプ
テンを務めた。

友達とバンドを組
んでライブ活動に
没頭していた。

野球部での活動を
頑張った。

美術部と茶道部，
モノづくり部の3つ
を掛け持ちして，
美術展の制作やモ
ノづくり大会にも
出場した。

建築関係の部活に
入り，技能オリン
ピックにも出場す
るほど熱中した。

ボート部の活動で
活躍していた。

就職
活動

勉強が苦手だった
ので，筆記試験が
無く自宅から近い
ところで給料の高
いとこに決めた。

自宅から近くて，
筆記試験が無く面
接だけの企業を選
んだ。

学校に来ていた求
人票のなかから，
父親のアドバイス
をもとに決めた。

自分より成績上位
の生徒と応募先が
重ならないよう
に，家から近いほ
どほどの企業を選
んだ。

顧問の先生から紹
介されたインター
ンシップ先の企業
へ就職した。友達
と会話するときに
は意図的にアピー
ルしていた。

スポーツ推薦で大
学進学するか悩ん
だ。進路指導の先
生に勧められた企
業へ就職した。
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た。3年目には、後輩の教育係になった。技術を
教えられる程ではなかったので、職場での基礎的
なことを教えた。仕事はどんどん難易度があがっ
て、全てのマシンを操作できるようになった。7
年目になると、社内でも特に難易度の高い仕事、

「これ失敗されたら困るんだよな」って仕事を任
せてもらえるようになった。信頼されているなっ
て思えた。上司から、「お前に任せるから」って
言われると、やっぱり嬉しくて。徐々に、いつも
の作業とは違う、特別に難易度の高い仕事に面白
さを感じるようになった。新人に対しても、技術
指導の責任者に選ばれた。

３－２－２．リョウのケース（電気科出身）

最初の 1カ月は研修で色々な部署を経験した。
5月に電気工事部門に配属されて、ドライバーと
ニッパーを持って配線をする仕事についた。入社
3年目には新入社員の専属コーチに選ばれて、教
える立場になった。それで初めて、自分が、教え
られるまでに仕事を理解していないことに気づい
た。これがとても勉強になった。先輩から怒られ
なくなったのは入社して、4、5年目ぐらいから。
先輩の自分に対する話し方が変わった。ちゃんと
した一人の技術者として、同僚として、同じレベ

ルの人として会話してもらえるようになった。そ
れまで、自分がやった仕事を、後で先輩が確認し
ていたけど、「お前がやったなら大丈夫だろう」っ
て言ってもらえるようになった。現場経験を積ん
で知識もついたので、2014年には現場責任者に
なって、書類の作成とか顧客との打ち合わせが出
てきた。これまで、言われた仕事をするだけだっ
たのに、協力業者の社員さんに指示したり、監督
する立場になった。年上とかベテランにも立場上
指示しないといけなくて、文句を言われながら働
くことも多くて、自分一人で作業するよりもスト
レスだった。2018年に部署内で人事異動があり、
今度は設計業務へ移った。現場作業は無くなって、
パソコンで図面を設計する仕事だった。2021年
からはエンジニアリング部門に移って、客先へ提
案したり、電気工事の仕事を受注する、工事部門
全体をマネジメントする立場になった。

責任者になるまで、週に 1回は辞めたいと思っ
ていた。先輩から怒られて。ただ、先輩方から同
僚として認められてからは、辞めたいとは思わな
くなった。責任者になってからは、自分のペース
で仕事ができるようになり、仕事が楽しくなった。

出典：筆者作成

注：入社後の経過年数と配属先の変化を示している。変化は半年単位で表示しているため、実際の配属期

間との間には若干のズレがある。

３－２－１．リュウスケのケース 機械科出身

新入社員研修で仕事内容について説明を受けて、最初は先輩の仕事を見ているだけだっ

た。 ヶ月ぐらい経つと、少しずつ仕事をやらせてもらえるようになり、楽しさを感じた。

ヶ月間は先輩がついてくれて、夏頃には大きなマシンを使って簡単な金属加工もやらせて

もらえた。その後は、徐々に一人でマシンを操作して、パイプを加工していた。思ったより

も難しくて、加工している夢を見るぐらいで、 時間働いている気分だった。 年目の夏に

は、簡単な加工であれば一人で出来るようになった。それから、少しずつ難易度の高い仕事

も任せてもらった。この頃、作業でちょっと失敗して、でもバレないだろうと思って黙って

いたら、それが後の工程でバレて、皆に迷惑をかけてしまった。それからは、絶対に同じこ

とをしないように、自分にブレーキをかけるようになった。 年目には、後輩の教育係にな

った。技術を教えられる程ではなかったので、職場での基礎的なことを教えた。仕事はどん

どん難易度があがって、全てのマシンを操作できるようになった。 年目になると、社内で

も特に難易度の高い仕事、「これ失敗されたら困るんだよな」って仕事を任せてもらえるよ

うになった。信頼されているなって思えた。上司から、「お前に任せるから」って言われる

と、やっぱり嬉しくて。徐々に、いつもの作業とは違う、特別に難易度の高い仕事に面白さ

を感じるようになった。新人に対しても、技術指導の責任者に選ばれた。

３－２－２．リョウのケース 電気科出身

最初の カ月は研修で色々な部署を経験した。 月に電気工事部門に配属されて、ドライ

バーとニッパーを持って配線をする仕事についた。入社 年目には新入社員の専属コーチ

に選ばれて、教える立場になった。それで初めて、自分が、教えられるまでに仕事を理解し

ていないことに気づいた。これがとても勉強になった。先輩から怒られなくなったのは入社

して、 、 年目ぐらいから。先輩の自分に対する話し方が変わった。ちゃんとした一人の

リュウスケ

リョウ

アキラ 営業

タカコ

リク
型枠大

工

カナ
施工管

理(東

京)

機械製造

施工管理 施工管理

施工管理(長崎）

技能職(金属加工)

電気工事部門 設計部 エンジニアリング部

回転機整備
モーター整

備
現場整備

表４．職業キャリアの変遷

出典：筆者作成
注：入社後の経過年数と配属先の変化を示している。変化は半年単位で表示しているため、実際の配属期間との間には若干

のズレがある。
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３－２－３．アキラのケース（機械科出身）

2010年に入社して、工場の機械整備に配属さ
れた。上下水道とか工場排水とかで使うポンプの
定期点検とか修理作業。客先の現場に行って分解
整備することも多く、色々な現場に行った。先輩
が一番の教科書だった。現場に入った先輩の動き
をみて、分からないことは聞いて、メモして覚え
た。その仕事を 5年してからモーターを取り扱う
部署へ異動した。それからは、1週間単位で九州
内にある大手企業の工場へ泊まり込みで整備する
仕事だった。もともとポンプの整備の時にモー
ターの整備も手伝っていたので、それが役立った。
その後、現場責任者となって、大型モーターとか
の整備について、搬出、整備、搬入の全体計画を
とりまとめるようになった。また、官公庁の仕事
などで入札した物件の事務処理とか作業工程の管
理など、現場以外の仕事もするようになった。責
任者になった案件だと、自分で書類作って、お客
さんに提出する。それをしつつ、現場監督として
周囲もみて、自分でも現場の仕事をしなければい
けない。事務処理をするなんて考えてもいなくて、
パソコンが全然わからず、すごく苦労した。
2021年には主任になった。この時に、官公庁の
担当者とあわなくて本当に苦しんだ。どうしても
無理で、上司に相談して担当を変えてもらった。 
2023年からは、北九州営業所に異動になり、メ
ンテナンス業務を行いつつ営業もするように言わ
れた。将来については、まだ分からないが、起業
することに憧れもある。

３－２－４．�タカコのケース（インテリア科出身）

求人票には電気系の技術者補助と書いてあった
が、面接で何をしたいのか聞かれて「設計です」
と答えたら、設計の部署に配属された。最初の 1
週間は製図の勉強をして、それから CAD の操作
方法を教えてもらって、先輩の指導のもとで簡単
な図面修正から始めた。機械の一部を交換する仕
事があって、実物を測って、それで製図して、工
場に作ってもらった。工場に図面を流すと、工場
から「なぜこうした？」って問い合わせがきた。

それで、理由を考えて設計することの大切さを学
んだ。2年目以降は、設計で使用する CAD の種
類を増やした。10種類以上の機械があり、先輩
に操作方法を習って、分からないことはその都度
聞いて、ネットで調べて、テキストをめくって覚
えた。4年目から、同じ部署内にあるお客様対応
の窓口に移った。お客様からの仕様や納期の確認、
役所から貰ってきた仕様書をもとに図面を作成し
て、役所へ提出した。5年目になると、新入社員
の教育係になった。4年目までは、自分の仕事を
していれば良かった。しかし、新入社員の仕事も
みないといけなくなり、思うように仕事を進めら
れなくなった。ただ、新入社員から、自分では疑
問に思わなかったことを聞かれると、改めて一緒
に調べたりして勉強にはなった。この頃、残業が
毎月 80時間超だったので、辞めたいと上司に相
談した。お客様からの問い合わせ、工場からの問
い合わせ、お客様に出す図面、工場に出す図面、
とにかく混乱していた。その忙しい中、凡ミスが
直らなくて設計に向いていないのかもしれないと
思った。6年目からは仕事体制が変更になり、お
客様対応の専属になった。7年目以降は、設計で
きる機械も増えて、だいぶ仕事が出来るように
なった。まだ主任とかではないけれど、上司がい
ないと私がグループを引っ張らないといけない立
場になり、周りをみないといけない。工程の進捗
状況をみて、手伝いが必要なら、そこに入る。今
でも CAD を触っているのは楽しい。1日中没頭
していられる。ミスした時も、どうしたら最低限
のロスに抑えられるか考えられるようになった。

３－２－５．リクのケース（建築科出身）

建築現場の施工管理に配属された。何も分から
ないので、所長が言われたことを現場や職人さん
に伝えるだけだった。1現場、1～ 2年かかる仕
事なので、1年目の仕事は全て初めてするものば
かりで、何も分からなかった。職人さんと話すに
も、先輩に聞くにも、まず専門用語とか道具の名
前が分からず、会話にならなかった。それで、名
前を覚えるところから始めた。職人さんと作業を
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一緒にして、仕事の流れを覚えた。2年目になると、
自分の下に後輩がついた。先輩になっても何にも
できなくて、この仕事に向いていないと自信を
失った。それで「辞めたい」と言ったら、周囲の
大人から「3年頑張ってみろ」と言われて、とり
あえず我慢した。1年目に経験した現場の流れを
思い出しながら、所長の指示に従って、現場に指
示を出すって感じだった。3年目になると、少し
ずつ仕事の流れが分かって、自分から職人さんに
指示を出せるようになった。この頃になると、よ
うやく後輩からの相談にも答えられるようになっ
た。4年目になると、図面を読み込めるかが問わ
れた。色々な図面をみて、的確に指示を出さない
といけない。図面通りにいかないときには、現場
で施工図を描いて、どういう風に仕上げたらいい
か詳しく指示も出せるようになった。自分のレベ
ルがあがっている実感がした。納期を守りながら、
微調整を指示して、全体の進捗管理をする立場
だった。5年目の時に、違う仕事も経験してみた
いと思って、型枠大工班に異動希望を出した。管
理業務が忙しくて、残業も多く、精神的にきつかっ
たので。管理職より現場の技能職の方が自分には
向いているんじゃないかと思った。でも、今まで
管理職として頑張ってきたので、モノづくりの現
場に少し物足りなさを感じた。それで、結局、元
の施工管理に戻った。6年目には、所長は「お前
に任せるから」って感じで、現場全体の管理を任
せるようになった。所長から、「そろそろ所長に
なる準備をしとけ」って言われて、自分もその自
覚をもって仕事をするようになった。大きい現場
だと 100人ぐらいの職人さんがいて、自分が会社
の代表として全体の段取りとか、指示出しとか、
お客さんへの説明が必要になる。所長に頼ること
はできないので、自覚をもって仕事している。将
来、この会社で管理職になることもいいと思うし、
起業することもありだと思っている。人生、楽し
んでいると思う。

３－２－６．カナのケース（建築科出身）

入社後、2週間研修があって、建設現場の施工

管理に配属された。最初の現場はマンション建設
で、完成間近だった。建物がちゃんと建てられて
いるのか、写真をとって管理したり、色々な職人
さんが現場に入ってくるので、誰がどの工程をし
ているのか、どんな作業があるのか、そのために
どんな部品や備品がいるのか、全部所長に聞いて
一つ一つ学んだ。3現場ぐらいこなすと、大まか
な流れが分かってきた。2年目は、現場が遠くて、
夜が遅く、朝が早かったこともあり、体力的に厳
しかった。仕事の流れを先読みすることができな
くて、ずっと辞めたいと思っていた。でも、職場
の人間関係が良くて、辞めるのが申し訳なくて言
えなかった。現在も現場の施工管理、現場監督の
仕事をしている。職人さんから質問されることが
多くあるが、今では対応できるようになった。図
面をみて、指示を出すことができる。やっと図面
をみて判断できるようになった。図面と現場には
ズレがでてくるので、現場で施工図を自分で描い
て、修正しながら指示も出せる。でも、このまま
この仕事を続けようとは思っていない。会社の内
勤に移りたいと思っている。現場だと体力がもた
ないのと、女性だと重いものを運ぶ際に他の人に
手伝ってもらうことになる。その人は自分の仕事
を止めることになるので、申し訳なさを感じてい
る。それなら、内勤で書類関係の仕事をした方が
会社的に良いのではと思っている。ただ、自分が
選んだ仕事がこれだからやるしかない。

３－２－７．�工業高校出身者の初期キャリア形
成の特徴

以上の語りからは、工業高校卒業者の職務経歴
ないしは初期キャリア形成について、以下のよう
な 5つの特徴を認めることができる。
①初期の学びの重要性

いずれの対象者も、新入社員時代における学び
が、その後のキャリア形成に大きな影響を与えて
いた。リュウスケは、研修を経て現場で基礎技術
を習得し、先輩の指導を受けながら技術者として
独り立ちする過程を経た。タカコも、CAD 操作
を学びながら設計業務の基礎を築き、その後の
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キャリアに活かしている。リョウやアキラ、リク
も、現場経験を積む中で技能や専門知識を習得し、
やがて現場責任者やリーダーの役割を担うように
なった。新入社員時代の初期配属で学ぶ基礎が、
その後のキャリア形成において重要な土台となっ
ていることが示唆される。
②失敗からの学びと成長

初期段階での失敗や挫折が、成長の契機となる
ことも明らかになった。リュウスケは手抜き作業
が発覚して周囲に迷惑をかけた経験を通じ、責任
感と品質へのこだわりを高めた。タカコも図面設
計のミスを糧に、業務スキルを向上させている。
リクやカナは、配属当初の不安や自信喪失を乗り
越え、専門用語や職場の流れを覚え、業務の全体
像を理解することで成長を遂げた。これらの事例
は、自分ができないことや失敗を学びや学びへの
意欲に変える姿勢の重要性を示している。
③人間関係とコミュニケーションの重要性

初期キャリア形成において、先輩社員との良好
な関係や同僚との協力が、職場への定着やスキル
向上に大きく寄与していた。アキラは、職場の人
間関係の良好さがキャリア継続の支えとなり、
リーダーとして部下や取引先との関係構築に努め
た。カナは、周囲からの支援を受けつつ、職人や
関係者への指示を任される立場になった。技術者
としてキャリアを形成するには、専門知識や技術
に加えて、他者との協働や信頼関係の構築が不可
欠であると考えられる。
④キャリアの多様性と柔軟性

調査対象者には、異動や新しい業務に柔軟に対
応しながらキャリアを広げていく姿勢が見られ
る。アキラは、現場整備から営業や官公庁対応ま
で幅広い役割を担い、リクも技能職と管理職の間
で適性を模索している。カナも異動を検討し、将
来のキャリア形成を柔軟に考えている。配属先や
職務に誠実に取り組む姿勢に加え、異なる部署や
職種への挑戦を視野に入れることが、キャリア形
成の可能性を広げていると言える。
⑤成長の実感と責任感の高まり

職業経験の蓄積と新しい役割への挑戦を通じ

て、成長を実感することがキャリア形成の推進力
となっている。リュウスケは、失敗できない案件
を任されることで責任感が育まれ、自己効力感を
得た。リョウやアキラ、タカコは、後輩指導や新
しい業務に取り組む中で、自分の成長を実感し、
リーダーシップを発揮している。さらに、上司や
同僚からの評価を得ることが、自身の存在意義を
深めるきっかけとなっている。

３－３．工業高校での学びと職業人生活
職業的な専門教育が行われる工業高校での学び

は、関連する職業に就いた卒業生からどのように
評価され、またキャリア形成にどのように寄与し
ているのだろうか。ここでは、3-1及び 3-2に整理
した内容を基に、工業高校の教育が職業人として
の成長に与える影響に着目して分析を行った。な
お、分析にあたっては、高校時代の学びについて、
学業面と学業面以外に分けて、彼らがそれらをど
のように認識しているのかを整理した（表 5）。
①専門教育の成果と限界

工業高校での専門教育は、職業に直結するスキ
ルや知識を提供する場合もあるが、多くはその「基
盤」を形成することに寄与し、卒業生にとって仕
事に役立っているように見受けられる。職業人と
してのキャリアに、直接的な寄与がみられた事例
として、タカコは高校で学んだ家具・インテリア
設計の知識を機械設計に応用し、キャリア形成に
役立てたと述べている。また、学びが部分的に生
かされた事例もあり、リョウ、アキラ、リク、カ
ナは、高校時代の専門教育が一部役立っていると
感じていたが、その範囲は限られていた。また、
リュウスケは高校時代の学びが直接的には役立っ
ていないと認識していた。ただし、専門教育その
ものは、即戦力を培うという意味では不十分だと
しても、高校時代に学んだ知識やスキルが、職場
で必要な能力を吸収するための土壌として機能し
ていることは十分に推察できた。リョウが述べた

「職業人として主体的に学ぶ基礎が高校教育で築
かれた」という語りは、このことを象徴的に示し
ている。
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②対人スキルの育成
高校時代の部活動や課外活動を通じて培われた

リーダーシップやコミュニケーション能力が、社
会人としての適応力の向上に貢献している。リュ
ウスケ、リョウ、カナは、高校時代に得た対人ス
キルが職場での適応に役立ったと述べている。特
に、部活動やバンド活動を通じて大人や仲間と関
わった経験が、リーダーシップや職場での信頼関
係の構築の基盤となっている。社会経験としての
部活動は、学校内での対人関係構築や問題解決の
経験となり、社会人としてのスキルを高めるうえ
で重要であることが示唆される。
③ 社会人としての基本的な心構えの形成

工業高校では、専門教育に加えて、社会人とし
ての基本的な心構えを育む教育が行われている
が、これが卒業生の初期キャリアに望ましい影響
を与えている。アキラ、タカコ、リクは、高校時
代に学んだ「挨拶の大切さ」や「仕事に対する責
任感」が、社会人としての基本的な姿勢やマナー

として役立ったと述べている。普段の学校生活を
通じて意識的に責任感や規律の育成がなされたこ
とが、初期キャリアの安定や成長に寄与している
と考えられる。
④教育と実社会のギャップ

以上のように高校教育やそこでの専門教育の成
果が確認された一方で、実際の仕事の場における
技術や知識の高度化に対応するための課題も浮き
彫りになった。リクやカナの例では、職場の高い
要求水準や体力的な負担が、彼らのキャリアの持
続可能性に影響を与えており、教育の現場と実社
会の間にギャップが存在することも示されてい
る。

以上から、職種や職場による違いもあるとは思
われるが、工業高校での学びは、それと関連する
実社会において必要とされる諸能力の育成に直接
的につながっていたというよりは、職場において
必要とされる職業能力や知識を習得する際の基盤

いよう。

表４．高校時代の学びに対する評価

出典：筆者作成

３－４．将来展望

技能職として就職した調査対象者の将来展望について整理していく。 名は、職業経験を

積むなかで、仕事への認識や将来展望の描き方に違いが生じていた。リュウスケは、「いつ

もの作業とは違う、特別に難易度の高い仕事」にやりがいを感じるようになった。技能者と

して、自身の技術へのプライドが芽生えており、スペシャリストになることを目指していた。

同様に、タカコも という自分が没頭できる仕事に就いていることに満足していた。現在

は、技術を磨くことで、職場を引っ張れる人材になることを目標としていた。リクは、自身

が技能職に向いていると考えていたが、施工管理の経験を積むことで、管理業務にやりがい

を見出した。所長からも「所長になる準備」を求められており、本人もその心づもりでいた。

これらに対し、リョウは、もともと「独立」も視野に入れていたが、結婚し、今は「この

ままがいい」という。家庭生活を重視しており、管理職になることを希望していない。管理

職は忙しく、それに見合った給料ではないため、リョウにとって魅力的ではない。アキラも

将来的には「独立」することも選択肢の つに入れていたが、責任者を経験したことで仕事

にやりがいを見出し、周囲からの期待も感じていた。しかし、営業職に異動したこともあり、

現在は具体的な将来像を描けていない。カナは、図面を読み込んで職人さんに指示を出せる

リュウスケ リョウ アキラ タカコ リク カナ

高校時
代の学
びと仕
事生活

勉強が苦手だっ
たので，あまり
役立っている実
感がない。

専門的な知識は
なかなか難し
い。本当に基礎
的な部分では力
になっているけ
ど、仕事に活き
るほどではな
い。自分で学習
する基礎知識に
なったぐらい。

高校で習った勉
強は1割、2割ぐ
らいしか使って
いない。必要な
ことは会社に
入ってから覚え
た。扱う機械が
多いから，先輩
が一番の教科
書。分からない
ことは，聞い
て，メモして覚
えるしかない。

製図の授業で図
面を書いたり、
みたりした。内
容は違っても、
図面をみた経験
は役立った。人
が居住するス
ペースについて
学んだので、機
械を設計すると
きにも人の動作
に必要なスペー
スに配慮して設
計できる。

専門用語につい
て多少は理解で
きるので，仕事
を覚えるのに助
かっている。あ
と資格取得に必
要な学科を高校
で学んでいたの
で，その後の実
技試験にスムー
ズに合格でき
た。

専門用語とか建
築用語、それは
現場とのコミュ
ニケーションで
役立っている。
CAD検定をとる
ために勉強を頑
張ったので，図
面を書くときに
役立った。

高校時
代の学
び以外
の経験
と仕事
生活

部活でキャプテ
ンをしていたの
で，自分の練習
とかプレーに集
中するのではな
く周囲をみるこ
とをやってい
た。それが仕事
をするように
なって、工場全
体の流れをみれ
ていると思う。

バンドをくんで
校外でライブを
するなかで、い
ろんな大人と話
す機会が多かっ
た。会社に入っ
てからも、大人
との会話に恐怖
心がなかった。

野球部で身に着
けた上下関係と
か挨拶。

先生が，よく
「働く以上
は･･･」という
ことを教えてく
れていた。だか
ら，仕事をちゃ
んとするという
意識を身に着け
ることができ
た。

先生から挨拶を
しっかりするよ
うに指導されて
きた。その習慣
がとても役立っ
ている。ちゃん
と挨拶できると
周囲の雰囲気が
違う。社会人は
何より人間関係
が大事。

田舎に住んでい
て、周囲が年寄
りばかりで、同
級生がいなかっ
た。大人とばっ
かり話してい
た。高卒だとバ
イト経験もない
ので年上と話し
た経験がない。
年上と話せる力
が役立った。

表５．高校時代の学びに対する評価

出典：筆者作成
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地方の高卒就職において安定的なキャリアを歩めるのは誰か

（土壌）になっていると考えられた。
他方で、工業高校卒業者が高校時代の学びの成

果として、「社会人としての基本的な心構え」を
挙げている点は見逃せない。これは、卒業生に占
める就職者数の多い工業高校では、専門教育に加
え、普段の学校生活においても「仕事に対する責
任感」の育成が意識的に行われており、それが彼
らの初期キャリアの形成に望ましい影響を与えて
いることを示唆していよう。

３－４．将来展望
技能職として就職した調査対象者の将来展望に

ついて整理していく。6名は、職業経験を積むな
かで、仕事への認識や将来展望の描き方に違いが
生じていた。リュウスケは、「いつもの作業とは
違う、特別に難易度の高い仕事」にやりがいを感
じるようになった。技能者として、自身の技術へ
のプライドが芽生えており、スペシャリストにな
ることを目指していた。同様に、タカコも CAD
という自分が没頭できる仕事に就いていることに
満足していた。現在は、技術を磨くことで、職場
を引っ張れる人材になることを目標としていた。
リクは、自身が技能職に向いていると考えていた
が、施工管理の経験を積むことで、管理業務にや
りがいを見出した。所長からも「所長になる準備」
を求められており、本人もその心づもりでいた。

これらに対し、リョウは、もともと「独立」も
視野に入れていたが、結婚し、今は「このままが
いい」という。家庭生活を重視しており、管理職
になることを希望していない。管理職は忙しく、
それに見合った給料ではないため、リョウにとっ
て魅力的ではない。アキラも将来的には「独立」
することも選択肢の 1つに入れていたが、責任者
を経験したことで仕事にやりがいを見出し、周囲
からの期待も感じていた。しかし、営業職に異動
したこともあり、現在は具体的な将来像を描けて
いない。カナは、図面を読み込んで職人さんに指
示を出せるまでに成長した。しかし、力作業がで
きないことへの負い目から、将来的には内勤に移
ることを希望していた。

以上より、スペシャリスト志向にあると考えら
れるのはリュウスケとタカコ、管理職志向にある
と考えられるのはリクのみであった。リョウ、ア
キラ、カナは、スペシャリストや管理職のどちら
かに志向を振りきるのではなく、職業キャリアよ
りも上位のライフキャリアの充実という視点を踏
まえ、重視したうえで「そこそこ感覚」で働くこ
とを模索しはじめたと言えるのかもしれない。そ
の姿は、必ずしも会社側が望むものとは違うかも
しれないが、現在の若者に特有の価値観に根ざし
たもののようにも思われる。いずれにしても、6
人の将来展望は、意図せぬ人事異動や周囲からの
助言、職業との適性、家庭生活とのバランスを考
えるなかで変化していた。

３－５．地域に生きる若者の生活空間
職業キャリアを越えたライフキャリア上の価値

意識や志向性を考えるうえでは、調査対象者の地
域における私生活空間に注目する必要がある。6
人が地元就職を選んだことにより、家族や友人を
はじめとする地域コミュニティとの関わりはどう
なったのか。語りの内容を整理しておく（表 6）。

対象者の多くは、地元での友人関係を維持して
おり、これが貴重な情報源やソーシャルサポート
として機能していた。例えば、リュウスケは、友
人と定期的に交流することで自身のキャリア上の
選択や生活設計に関する視野を広げてきたと述べ
ている。また、アキラは趣味の野球を通して地域
のチームに所属しており、自らの地元とのつなが
りを実感していた。

一方で、地域コミュニティへの関与には個人差
があり、積極的に地域活動に参加しているリュウ
スケのようなケースは例外であった。家庭を持つ
リョウやタカコは、家族との時間や生活を優先し
ており、地域活動に参加する余裕はないと述べた。
カナは、現場の負担や体力的な制約を理由に、地
域社会との関わりを持つことは難しいと感じてい
た。このように、地域コミュニティへの関与が制
約される理由には、家庭生活や職場環境の影響が
大きいことが示唆される。
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しかし、地元に根ざした生活空間が、生活の満
足度だけではなく、仕事に対しても与えるポジ
ティブな影響は重要であろう。例えば、リョウは
家族との時間や生活に満足感を得ており、そのこ
とが仕事に対する前向きな姿勢を維持する要因と
なっているという。また、リクは友人との交流を
通じて仕事上のストレスを発散しており、ライフ
とワークのキャリア形成における好循環を見るこ
とができた。

４．総合考察

本稿の目的は、 地方の企業に技能職として就職
し、安定したキャリア形成に成功していると考え
られる工業高校卒業者を対象に、彼らの職務経歴
やキャリア形成のプロセスを明らかにすることで
あった。具体的には、（１）「技能職」として就職
後、どのような職務経歴を辿ってきたか、（２）
高校時代の学びはどのように評価され、キャリア
形成にどう寄与しているのか、（３）私生活空間
が職業キャリアにどのような影響を及ぼすのか、

という観点から、調査対象者のキャリア形成を整
理した。そうした作業を通じて、長期的で安定的
なキャリア形成に寄与しうる条件や環境がどこに
あるのかを検討しようとした。

４－１．得られた知見の整理
（１）「技能職」としての職務経歴

調査対象者のキャリア形成のプロセスは、「3-2．
職業キャリア形成」にも示したように、多様であっ
た。リュウスケ、タカコ、リク、カナは、担当業
務の変更は見られたが、概ね、初期配属された部
署においてキャリア形成していた。他方、リョウ
とアキラは、人事異動によって異なる部署への配
置転換を経験していた。なかでも、アキラは営業
職に配置されていた。職業経験の浅いカナを除け
ば、全員が新入社員の教育係を経験しており、タ
カコを除く 4名は現場のリーダーや責任者の役割
に就いていた。

そんな彼らの将来展望は、初期配属された職種
においてスペシャリストになること（リュウスケ、
タカコ）や、所長になること（リク）があった。

出典：筆者作成

４．総合考察

本稿の目的は、 地方の企業に技能職として就職し、安定したキャリア形成に成功してい

ると考えられる工業高校卒業者を対象に、彼らの職務経歴やキャリア形成のプロセスを明

らかにすることであった。具体的には、（１）「技能職」として就職後、どのような職務経歴

をもってきたか、（２）高校時代の学びはどのように評価され、キャリア形成にどう寄与し

ているのか、（３）私生活空間が職業キャリアにどのような影響を及ぼすのか、という観点

から、調査対象者のキャリア形成を整理した。そうした作業を通じて、長期的で安定的なキ

ャリア形成に寄与しうる条件や環境がどこにあるのかを検討しようとした。

４－１．得られた知見の整理

（１）「技能職」としての職務経歴

調査対象者のキャリア形成のプロセスは、「 ．職業キャリア形成」にも示したように、

多様であった。リュウスケ、タカコ、リク、カナは、担当業務の変更は見られたが、概ね、

初期配属された部署においてキャリア形成していた。他方、リョウとアキラは、人事異動に

よって異なる部署への配置転換を経験していた。なかでも、アキラは営業職に配置されてい

た。職業経験の浅いカナを除けば、全員が新入社員の教育係を経験しており、タカコを除く

名は現場のリーダーや責任者の役割に就いていた。

そんな彼らの将来展望は、初期配属された職種においてスペシャリストになること リュ

ウスケ、タカコ や、所長になること リク があった。その一方で、管理職にはなりたくな

リュウスケ リョウ アキラ タカコ リク カナ

結婚 既婚 既婚 独身 既婚 独身 独身

子ども 有 有 ― 無 ― ―

友人と
のつな
がり

高校時代の同級
生たちと野球
チームを作っ
て，野球を続け
ている。

今は子ども優先
の生活。子ども
が落ち着いたら
趣味の音楽はや
りたい。

同級生で野球
チームを作って
試合に参加して
いる。試合が終
われば皆で飲み
に行って互いの
仕事の話をした
り情報交換をし
ている。

高校時代の友人
とは定期的に
会っている。自
分のことを話し
たり、他の人の
ことを聞けるの
で、自分のこと
を客観視でき
る。

現在も同級生と
野球をしてい
る。飲みに行っ
たり，本当にい
いリフレッ
シュ。仕事を頑
張っているから
こそ，この時間
がとても楽しめ
ている。

休みの日は、い
つも友達と一緒
に美味しいもの
を食べに行って
いる。明らかに
私の仕事が一番
大変だから，あ
まり仕事の話は
したくない。

地域と
のつな
がり

地域の若い人た
ちで作った街づ
くりの会に入っ
て，イベントと
か，花火大会と
かを企画運営し
ている。子ども
が通う幼稚園の
PTAの役員にも
なった。

結婚して，子ど
もが一番の優先
順位の生活に
なった。コロッ
と変わった。独
身の頃は、地域
の運動の大会に
呼ばれたりはし
たけど、行かな
くなった。

地域の人に誘わ
れてソフトボー
ルチームに参加
している。年１
回，町民ソフト
ボール大会にも
参加している。

仕事が忙しく，
家事もあるの
で，あまり出来
ていない。

消防団とか地域
の活動にも誘わ
れるけど，平日
は残業が多いの
で，そこまでは
参加できていな
い。

特に地域との関
わりはない。

表６．生活空間

出典：筆者作成
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地方の高卒就職において安定的なキャリアを歩めるのは誰か

その一方で、管理職にはなりたくない（リョウ）、
他職種へ異動したい（カナ）、将来展望を見失っ
た（アキラ）ようなケースもあった。

（２）�高校時代の学びに対する評価とその初期
キャリアへの寄与

工業高校での学びと関連性のある職場に就いた
6名の高校教育に対する評価は、「3-3．工業高校
での学びと職業人生活」において示したように、
高校教育が仕事に直接役立っていると認識される
ケースは少数であった。むしろ高校時代の学びは、
それに関連する分野で働くうえで基礎的なもの

（基盤、土壌）として考えられていた。これは、
職場や職務ごとに求められる知識やスキルが特有
であり、職業経験を通じてさらに高度化するため、
高校での学びの成果を実感しにくくなっているこ
とによると考えられた。

加えて、求められる知識やスキルの高度化に対
して、彼らが、実務経験の蓄積や上司・先輩から
の直接的な指導、自らの主体的な学びによって対
応してきたことへの自負もあるものと思われる。

他方、職業人としてキャリア形成していくにあ
たり、高校時代の学びとして、「挨拶の大切さ」

や「仕事に対する責任感」、「対人関係スキル」が
役立ったと認識していた。技能職等の現場におい
ても、対人関係スキルが重要視されていたことが
認識できた。

（３）私生活空間が職業キャリアに与える影響

私生活面において 6名に共通して見られたこと
は、地元にある友人関係の維持であった。友人関
係を維持することは、彼らにとって貴重な情報源
やソーシャルサポートの役割を果たしていた。一
方、地域活動への参加には個人差があり、リュウ
スケのように積極的に参加する者もいれば、リョ
ウやタカコのように家族との時間を優先する者も
いた。また、私生活に満足感を得られていること
が、仕事に対する前向きな姿勢につながっている
ことも認識できた（リョウ、タカコ、リク）。こ
うした好循環につながる要因を明らかにすること
ができれば、地元就職を希望する高卒者が、どの
ような将来展望を描いていくのかを考えるうえで
はきわめて示唆的であろう。

出典：筆者作成

こうした壁への対処から、長期的で安定的なキャリア形成に寄与しうる要因として、以下

点を指摘したい。

点目は、“学び”の重要性である。初期配属された現場では、基礎的な仕事について指

導を受けながら経験を積み、徐々に高度な業務や責任ある仕事を任されるようになる。それ

らに応えるためには、職業人として継続的な学びが必要とされる。また、職業人としての成

長過程で経験する失敗や挫折は、キャリア形成上の危機ではあるが、自身の仕事に対する姿

勢やスキルに内省を促し、責任感やスキル向上、問題解決能力を身につける教育的機会でも

あった。経験から学ぶ姿勢が求められている。

点目は、周囲からの信頼の獲得である。周囲から認められること、頼られることは、仕

事に対する意欲を高め、職場における自身の存在意義の獲得や将来展望を描く契機になっ

ていた。また、職場の上司や同僚との良好な人間関係は、技術的な指導が得られることに加

えて、メンタル面でのフォローにもつながっている。そのことは、職場定着に望ましい影響

を与えていたと考えられる。

点目は、自己省察とキャリア意識の形成である。日々の業務を通じて、仕事における自

身の適性や強み、課題について考えることは、主体的なキャリア形成につながっていたと考

えられる。

４－ ．最後に

本稿では、少子化が進む地方にある企業に技能職として就職した工業高校卒業生 名を

対象として、それぞれの職務経歴やキャリア形成のプロセスについて探究した。 名は共通

に技能職として採用されていたが、その後は、初期配属された初職においてスペシャリスト

区分 名称 説明 代表的な壁とその説明

第1期
職場参入
期

新入社員として職場に配属され，新入社員
研修や配属先において会社や仕事について
学ぶ時期である。社会人としてのマナーや
挨拶，言葉遣いなど，組織の一員としての
作法を習得することが求められる。

教育担当についた先輩社員との人間関係の
構築である。先輩社員との良好な関係は，
仕事に必要な知識やスキルの吸収を助け，
職場への円滑な適応を可能にしていると考
えられた。

第2期
独り立ち
期

依然として先輩による指導やサポートを受
けることはあるが，徐々に1人で作業を担当
するようになる時期である。

仕事において求められる品質や作業量を満
たすことができるか，担当する作業工程を
把握しているか，といったことである。一
人で作業をこなすための力量や知識が身に
ついているのかどうかが問われる。

第3期
新人教育
担当期

新入社員の教育担当者として，基礎的な指
導に就く時期である。

新人を指導するだけの基礎的な知識や技能
を有しているかということである。また，
自分自身が担当している仕事と新入社員の
育成というマルチタスクに対応することが
求められる。

第4期 中核期

職場のリーダーや責任者として他者や仕事
を管理監督したり，一人前の技術者として
難易度の高い仕事を任されるようになる時
期である。

職場や担当する案件全体を俯瞰してみるこ
とができる視点を持つこと，管理業務（書
類作成，報告業務，顧客対応）への対応で
ある。

表７．高卒就職者の成長プロセスと代表的な壁

出典：筆者作成
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４－２．�長期的で安定的なキャリア形成に
寄与しうる要因�

調査事例として取り上げた 6名が職場において
一人前に成長していく過程には、大きく 4つの段
階があり、それぞれに代表的な「壁」があるので
はないか（表 7）。ここからわかるのは、安定的
なキャリア形成ができていると思われる者も、実
は躓きや挫折を経験していたということである。

こうした壁への対処から、長期的で安定的な
キャリア形成に寄与しうる要因として、以下 3点
を指摘したい。

1点目は、“ 学び ” の重要性である。初期配属
された現場では、基礎的な仕事について指導を受
けながら経験を積み、徐々に高度な業務や責任あ
る仕事を任されるようになる。それらに応えるた
めには、職業人として継続的な学びが必要とされ
る。また、職業人としての成長過程で経験する失
敗や挫折は、キャリア形成上の危機ではあるが、
自身の仕事に対する姿勢やスキルに内省を促し、
責任感やスキル向上、問題解決能力を身につける
教育的機会でもあった。経験から学ぶ姿勢が求め
られている。

2点目は、周囲からの信頼の獲得である。周囲
から認められること、頼られることは、仕事に対
する意欲を高め、職場における自身の存在意義の
獲得や将来展望を描く契機になっていた。また、
職場の上司や同僚との良好な人間関係は、技術的
な指導が得られることに加えて、メンタル面での
フォローにもつながっている。そのことは、職場
定着に望ましい影響を与えていたと考えられる。

3点目は、自己省察とキャリア意識の形成であ
る。日々の業務を通じて、仕事における自身の適
性や強み、課題について考えることは、主体的な
キャリア形成につながっていたと考えられる。

４－ 3．最後に
本稿では、少子化が進む地方にある企業に技能

職として就職した工業高校卒業生 6名を対象とし
て、それぞれの職務経歴やキャリア形成のプロセ
スについて探究した。6名は共通に技能職として

採用されていたが、その後は、初期配属された初
職においてスペシャリストとしてキャリア形成す
る者もいれば、他職種への異動を経験しながら、
幅広いキャリア形成をしている者もいた。こうし
た予期せぬ人事異動にうまく適応できている者も
いれば、それによって将来展望を見つけにくく
なっている者もいた。仕事に対する適性に疑問を
感じた場合には、自ら異動を考え、会社側に申請
するなど、自己のキャリアを自律的に構築しよう
とする動きも認められた。

本稿が明らかにしようとしたのは、高卒就職者
の側から見た彼らのキャリア形成のプロセスであ
り、そこに生じる成長や職能形成、キャリア上の
困難や課題であった。これらの点も踏まえつつ、
企業側がどのように高卒者の育成や処遇に取り組
んでいるのかを、より具体的に明らかにしていく
ことを今後の研究課題としたい。
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